


（１） 三重県における転入・転出超過数の推移（年齢階級別、地域ブロック別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年の三重県の転入・転出超過数は 4,063人の転出超過で、その内訳をみると、年齢階

級別では、15 歳～19 歳（977 人）、20 歳～24 歳（1,699 人）、25 歳～29 歳（711 人）の転

出超過が多い。また、地域ブロック別では、中部（2,306 人）、東京圏（1,518 人）、関西

（595人）に対して 4,419人の転出超過となっている。 

 

【図３】転入・転出超過数の推移（地域ブロック別） 

※地域ブロック区分は下記のとおり 
【東北】青森，岩手，宮城，秋田，山形，福島   【北関東】茨城，栃木，群馬 
【東京圏】埼玉，千葉，東京，神奈川       【中部】新潟，富山，石川，福井，山梨，長野，岐阜，静岡,愛知 
【関西】滋賀，京都，大阪，兵庫，奈良，和歌山  【中国】鳥取，島根，岡山，広島，山口 
【四国】徳島，香川，愛媛，高知         【九州】福岡，佐賀，長崎，熊本，大分，宮崎，鹿児島，沖縄 

※総務省統計局「住民基本台帳人口移動報告」より作成 

 

【図２】転入・転出超過数の推移（年齢階級別） 



（２）三重県における転入・転出超過数の推移（地域別） 

 

【図４】地域別転出超過数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転出超過数を地域別にみると、南部地域では 1,500人から 2,000人で推移しているが、北

中部地域では 2011年以降、増加傾向にある。 

※総務省統計局「住民基本台帳人口移動報告」から作成 




